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2)鹿田地区では、国土座標第V座標系の座標北 より東 に15°振 り出 した座標軸 を基軸 とし、(X=
-149,4563718m、Y=-37,646.7700m)を起点とする構内座標を設定している。構内座標の内部は一辺5
mの方格による地区割りを用いている。
3)本文中で用いる方位は、津島地区 鹿田地区は国土座標系の座標北を、他は磁北を用いている。
2 岡山大学構内の遺跡名は、周知の遺跡の場合はそのまま名称を踏襲する。三朝地区の発掘調査地点は小宇名をと
り「福呂遺跡」と呼称する。他地区は任意の名称で仮称する。
3.調査名称は、「発掘調査」に分類したものについては、遺跡ごとに調査順に従つて次数番号で呼称し、「試掘・確
認調査」、「立会調査」に分類したものについては、任意の名称を用いる。発掘調査のうち、小規模で確認調査か
ら連続して調査したものは「試掘・確認訓査」に分類する。
4.表に記載した所属部は、原則として各学部の頭文字を略号として用いている。
5.付表2に記載した調査一覧については、掘削深度が中世層以下に達した調査を対象とし、その他については除外
した。未掲載分も含め、すべてのデータは、当センターにおいて管理している。
6.本文などで使用している調査番号は表と一致する。
7.本紀要に掲載の地形図 (付図1)は、岡山市域図を複写したものである。
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